
 

 

 

令和６年１０月１５日 

秋 田 県 立 大 学 

 

学部編入学試験における選抜方法等の変更について（予告） 

 

 令和８年度入学者選抜（令和７年度実施試験）から、システム科学技術学部および生物資源科学部

が実施する編入学試験（一般選抜）における学力検査教科・科目等の内容および配点を以下のとおり

変更します。 

 

１．学力検査教科・科目等の内容および配点の変更 

（１）システム科学技術学部が課す「専門分野」と、生物資源科学部が課す「小論文」を廃止します。 

（２）両学部が課す「面接」を「書類審査・面接」に改めます。「書類審査・面接」には、システム科

学技術学部では数学・物理学についての基礎的な知識を問う口頭試問、生物資源科学部では生

物学・化学についての基礎的な知識を問う口頭試問を含みます。 

（３）配点を以下のとおり変更します。 

＜変更前＞ 

  学  力  検  査 
面接 合計 

英語 小論文 専門分野 

システム科学技術学部 １００  １００ ３００ ５００ 

生物資源科学部 １００ １００  ３００ ５００ 

＜変更後＞ 

  学力検査 

（英 語） 

書類審査 

・面接 
合計 

システム科学技術学部 １００ ３００ ４００ 

生物資源科学部 １００ ３００ ４００ 

 

２．英語の学力検査における外部英語検定試験の成績の利用 

英語の学力検査においては、本学個別の学力試験を行わず、外部英語検定試験の成績を利用しま

す。利用できる外部英語検定試験の成績は以下のとおりです。受験者から提出された検定試験の成

績を本学の定める方法で 100点満点に換算し合否判定に利用します。 

 ① TOEIC（L&R）の成績 

※ 試験日から起算して過去２年以内に実施された公開テストの成績のみ利用可能です。 



 

 

※ 「TOEIC IP」、「TOEIC Bridge」の成績は利用できません。 

※ TOEIC（L&R）の成績を利用する場合は、出願書類として「Official Score Certificate（公

式認定証）またはデジタル公式認定証の PDFを印刷したもの」の提出が必要となります。 

 ② TOEFL iBTの成績 

※ 試験日から起算して過去２年以内に実施されたテストの成績のみ利用可能です。 

※ 「TOEFL iBT Home Edition」、「TOEFL ITP」の成績は利用できません。 

※ TOEFL iBTの成績を利用する場合は、出願書類として「Test Taker Score Report（PDFを印

刷したものを含む。）」の提出が必要となります。 

 

３．その他 

  令和８年度入学者選抜における編入学試験の詳細については、令和７年４月公表予定の学生募集

要項をご確認ください。 

以 上 


